
第
四
十
二
回

日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
要
旨

近
代
日
蓮
宗
の
動
向
（
ニ
〉

ー
『
縮
刷
遺
文
』
編
纂
に
つ
い
て
の
一
考
察
｜

安

史

中

尚

今
日
の
日
蓮
聖
人
研
究
の
基
本
資
料
で
あ
る
『
昭
和
定
本
日
巡

聖
人
遺
文
』
の
底
本
と
な
っ
た
『
縮
刷
遺
文
』
（
霊
艮
閤
版
『
日

蓮
聖
人
御
遺
文
』
〉
は
明
治
三
十
五
年
、
日
蓮
聖
人
立
教
関
宗
六

百
五
十
年
を
記
念
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
は
前
年
の
明
治

三
十
四
年
十
二
月
に
発
願
さ
れ
、
当
時
の
宗
門
の
機
関
誌
・
教
誌

的
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
『
日
宗
新
報
』
の
主
筆
で
、
そ
の
経

営
に
も
携
わ
っ
て
い
た
加
藤
文
雅
が
発
願
主
と
な
り
企
画
さ
れ

た
。
彼
は
宗
門
の
内
外
に
そ
の
外
護
を
求
め
「
祖
書
普
及
期
成

会
」
と
い
う
外
護
団
体
を
組
織
し
、
遺
文
集
の
原
版
を
調
整
す
る

た
め
の
資
金
集
め
に
歩
い
て
い
た
。
そ
の
時
、
堀
之
内
山
主
武
見

日
恕
が
御
遺
文
集
の
編
纂
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
訪
問

し
て
自
ら
の
計
画
を
告
げ
る
と
同
氏
も
侠
く
賛
同
し
協
力
を
約
束

さ
れ
、
こ
の
事
業
を
一
任
し
た
。

『
縮
刷
遺
文
』
は
江
戸
i
明
治
時
代
の
在
家
居
士
小
川
泰
堂
校

訂
に
よ
る
『
高
祖
遺
文
録
』
全
三
十
巻
を
底
本
と
し
て
編
纂
さ
れ

た
が
、
そ
れ
が
企
画
さ
れ
た
理
由
は
祖
書
の
普
及
で
あ
っ
た
。

『
高
値
遺
文
録
』
を
は
じ
め
既
刊
の
御
遺
文
集
は
頁
数
・
巻
数
が

膨
大
で
携
帯
に
不
便
で
あ
り
、
な
お
か
つ
価
格
が
高
く
一
般
に
普

及
し
て
い
な
い
た
め
、
ま
た
『
高
祖
遺
文
録
』
は
小
川
泰
堂
が
苦

心
し
て
校
訂
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
誤
り
が
あ
り
、
そ
の
訂
正

も
含
め
て
新
た
な
御
遺
文
集
の
発
刊
が
企
て
ら
れ
た
。
校
訂
作
業

に
つ
い
て
は
稲
田
海
素
を
御
真
蹟
対
照
主
任
に
命
じ
全
国
に
点
在

す
る
御
真
蹟
を
廻
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
『
高
祖
遺
文
録
』
を

毎
月
三
巻
づ
っ
校
訂
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
、
小
林
日
董
、
本
間

海
解
な
ど
が
永
年
に
渡
っ
て
研
究
し
た
成
果
に
よ
る
校
本
を
参
考

書
に
使
用
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
任
に
は
主
に
風
間

淵
静
が
就
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
実
際
に
印
刷
す
る
活
字
に

つ
い
て
は
、
俗
塵
に
汚
れ
た
物
で
聖
典
を
製
版
す
る
こ
と
は
恐
れ

多
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
新
た
に
買
い
求
め
た
活
字
で
印
刷
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
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今
回
は
、
発
願
か
ら
祖
書
普
及
期
成
会
の
組
織
・
校
訂
作
業
の

準
備
段
階
ま
で
の
様
子
を
見
て
き
た
が
、
こ
の
事
業
は
近
代
日
巡

思
想
展
開
の
上
で
大
き
な
基
礎
を
形
成
し
た
も
の
と
言
え
る
。
し

か
も
加
藤
文
雅
の
他
に
も
、
当
時
武
見
日
恕
を
中
心
と
す
る
御
遺

文
編
纂
計
画
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。
こ
の
事
業
は
当
初
わ
ず
か
一
年
で
完
了
す
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
笑
際
に
は
足
掛
け
三
年
の
歳
月
を
費
や
し
明
治
三
十
七
年
八

月
に
刊
行
さ
れ
、
非
常
に
短
期
間
の
内
に
綿
密
な
校
訂
作
業
ま
で

行
お
う
と
し
た
た
め
様
々
な
問
題
が
生
じ
た
こ
と
は
十
分
に
予
想

さ
れ
る
。

こ
の
精
力
的
に
行
わ
れ
た
大
事
業
の
苦
心
や
意
義
が
忘
れ
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
今
日
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
背
景
に
つ
い
て
今
後

と
も
考
察
を
加
え
て
行
き
た
い
。

上
総
七
里
法
華
地
域
に
ゐ
け
る

十
ケ
村
題
目
講
に
つ
い
て

岩

諦

葡t

田

八
一
〉
、
こ
こ
で
い
う
十
ヵ
村
と
は
、
日
什
上
人
門
流
の
日
泰

上
人
ハ
一
四
三
二
ー
一
五

O
六
）
に
帰
依
し
、
領
内
に
法
華
宗
改

宗
令
を
出
し
た
土
気
城
主
酒
井
定
隆
の
居
城
の
あ
っ
た
土
気
に
隣

接
す
る
村
々
の
こ
と
で
あ
る
。
私
が
縁
有
っ
て
入
寺
し
た
、
千
葉

市
大
木
戸
町
の
宝
光
山
善
徳
寺
に
お
い
て
平
成
元
年
四
月
十
日
に

十
カ
村
題
目
講
が
聞
か
れ
た
。
こ
の
題
目
講
は
現
在
六
幅
の
御
受

茶
羅
本
尊
を
護
持
し
、
四
月
十
日
、
七
月
十
日
、
十
一
月
十
日
の

年
三
回
の
識
を
開
い
て
、
十
カ
村
を
三
年
一
回
の
割
合
で
循
環
し

て
い
る
。
そ
の
内
の
二
幅
は
宝
暦
四
年
と
享
和
三
年
の
も
の
で
、

あ
と
は
新
し
く
明
治
以
後
の
も
の
で
あ
っ
た
。
元
文
法
難
後
ま
も

な
い
時
期
に
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
講
の
性
格
に
つ
い

て
二
幅
の
本
尊
を
手
が
か
り
と
し
て
以
下
に
考
え
て
み
よ
う
と
思

A
ノ
0
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〈
二
〉
、
こ
の
講
が
護
持
す
る
六
幅
の
本
尊
と
は
以
下
の
も
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ω宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
〉
二
月
日
。

妙
満
寺
一

O
一
世
、
権
僧
正
日
瑞
（
本
光
院
寿
源
日
瑞
〉
。
南
無

日
蓮
日
什
大
聖
人
と
勧
請
。
十
ヵ
村
講
中
一
結
。

ω享
和
三
年

（
一
八

O
三
〉
正
月
二
十
八
日
。
妙
満
寺
一
五
八
世
日
晃
（
恵
照

〔
性
〕
院
是
妙
日
晃
三
善
勝
寺
二
十
七
世
。
南
無
日
蓮
大
菩
薩
、

南
無
日
什
大
聖
師
、
日
義
日
仁
日
連
と
勧
請
。
上
総
国
市
原
郡
山

辺
郡
、
捨
箇
村
構
中
一
結
。

ω明
治
八
年
五
月
日
。
妙
満
寺
権
少

教
正
日
鵜
〈
二
百
四
十
九
世
、
幸
安
院
日
韓
〉
。
十
カ
村
高
人
捕


